
1. 
 

 

厚生労働科学研究費補助金 難治性疾患等政策研究事業(難治性疾患政策研究事業） 

分担研究報告書 
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研究要旨  頚椎後縦靭帯骨化症（OPLL）患者における血清バイオマーカーを検

討した。103 例の頚椎 OPLL 患者群および年齢と性をマッチさせたコントロール患

者群を対象とし case control study を行った。血清バイオマーカーとして hs-CRP

（高感度 CRP）、ALP、LDH、血糖、カルシウム、リン、赤沈（1、2時間）、白血球、

ヘモグロビン、血小板を測定し、これらを 2群で比較した。その結果、hs-CRP は

OPLL 群でコントロール群に比較して高値であった。また赤沈（1、2時間）も OPLL

群で高値をとった。一方、リンは OPLL 群でコントロール群に比較して低値であっ

た。また OPLL 患者のうち伸展群で非伸展群に比較し有意に hs-CRP が高かった。

さらに伸展群の年骨化巣伸展速度と hs-CRP には正の相関が認められ、伸展量が著

しい例で hs-CRP は高値をとった。以上より OPLL の病態には炎症とリン代謝が関

わっている可能性があると考えられた

 

Ａ．研究目的 

人工股関節置換術後に起こる異所性骨化

に CRP で検出できる炎症が関与していると

報告されている。今回は頚椎後縦靭帯骨化

症（OPLL）患者で CRP が高値をとるか、ま

た高値をとるとすれば OPLL のいかなる要

因と関連が認められるかを検討した。 

 

Ｂ．研究方法 

103 例の頚椎 OPLL 患者群（男 63 人、女

40 人、平均年齢 68.1 歳）および年齢と性

をマッチさせたコントロール患者群（男 53

人、女 42 人、平均年齢 69.9 歳）を対象と

した。来院時に患者の同意を得た上で血清

を抽出し、以下の項目を測定した。hs-CRP、

ALP、LDH、血糖、カルシウム、リン、赤沈

（1、2 時間）、白血球、ヘモグロビン、血

小板であり、これらを 2 群で比較した。ま

た CTを用い全脊椎の OPLL の広がりを罹患 

 

椎体レベル、椎間板レベルで評価し、OS 

index として表した。そこで上記の血清バ

イオマーカーと OPLL 患者群とコントロー

ルを比較検討し、かつ OPLL 患者では OS 

index との関連を検討した。さらに OPLL 患

者では単純X線またはCTにて2年以上のフ

ォローが可能であった 88 例（男 55 例、女

33 例、平均年齢 68.3 歳）を対象とし、骨

化が伸展した伸展群 32 例と非伸展群 56 例

の血清バイオマーカーを比較検討した。 

（倫理面の配慮） 

本研究は日常診療の一環で行われたもので

ある。当大学の倫理委員会にて承認を受け

ている。 

  

Ｃ．研究結果 

hs-CRP は OPLL 群（0.122 ± 0.141 mg/dL）

でコントロール群（0.086 ± 0.114 mg/dL）

に比較して高値であった（p=0.047）。また
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赤沈（1、2 時間）も OPLL 群で高値をとっ

た。一方、リンは OPLL 群（3.19 ± 0.55 

mg/dL）でコントロール群（3.36 ± 0.47 

mg/dL）に比較して低値であった（p＝0.002）。

OPLL 患者では骨化巣の広がり（OS index）

と hs-CRP には関連がなかった。一方、OPLL

患者のうち伸展群で非伸展群に比較し有意

に hs-CRP が高かった。さらに伸展群の年骨

化巣伸展速度と hs-CRP には正の相関が認

められ、伸展量が著しい例で hs-CRP は高値

をとった。 

 

Ｄ．考察、 

以上の結果より OPLL の病態には炎症が

関わっている可能性があると考えられた。

OPLL 伸展群で hs-CRP が高値をとった今回

の結果は、OPLL の伸展に炎症が関わってい

た可能性を示唆する。この事実は結果であ

るのか原因であるのかは不明であるが、炎

症を抑制することで OPLL の伸展を予防で

きる可能性があると考えられた。 

 

Ｅ．結論 

OPLL の病態には炎症が関わっている可能

性がある。 
 
 
Ｆ．健康危険情報 
  総括研究報告書にまとめて記載 
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